
 

第３学年 理科学習指導案 

 

１ 単元名   「風やゴムのはたらきをしらべよう」 

 

２ 指導観 

○ 本単元は，風やゴムの力をはたらかせた時の現象の違いを比較する力を育てるとともに，風やゴ

ムのはたらきについての見方や考え方をもつことをねらいとしている。さらに，風やゴムのはたら

きを調べる活動を展開することによって，エネルギーについての基本的な見方や考え方を育成する

ことができる。このような内容を学習することは，風やゴムの力を操作して，はたらきをコントロ

ールすることが可能であるという見方や考え方を育てる上で大変意義深い。 
○ 本学年の子どもたちは，これまでの生活の中で，草や鯉のぼりなどが風で動くのを見たり，風車

を回したりして遊んできている。また，ゴムを使って，ゴム鉄砲などを作って遊んだ経験をしてい

る。そのようなことから，風やゴムを身近な存在として感じている子どもは多い。しかし，物を動

かすことができる風やゴムの力を，エネルギーとして見ている子どもは少ない。また，風やゴムの

はたらきに関する事前のアンケートの中では，｢風やゴムの力で動くものにはどんなものがあります

か？」という問いに対して，｢分からない」と答える子どもが３０％いた。これは，日常生活の中で，

風やゴムの力を意識した見方をしたり，それらを活用したりする機会が少なかった，あるいはなか

ったため，すぐに気が付いたり，思い出したりできなかったのではないかと考えられる。次に，   

物の現象の違いを比較する見方や考え方については，1 学期の単元「豆電球にあかりをつけよう」

において，豆電球に明かりがつくつなぎ方とつかないつなぎ方の回路を比べるという学習を行って

きている。 

○ であう段階では，事象とのであいを通して学習問題を設定し，単元の見通しをもたせるとともに

「早く調べてみたい」という知的好奇心を高めることがねらいである。そこで，一人一台の風やゴ

ムの力で動く車を作る。そして，その車を風やゴムの力で単に動かしてみたり，ゲーム的な要素を

取り入れて動かしたりする。さらに，その活動の中で気付いたことや不思議に思ったことを学級で

話し合う。その際，車を動かす活動で見出された疑問を，集約したり，類別したりして整理するこ

とによって，学習問題を明確化する。また，｢力」という目に見えないものを，自分が考えたモデル

で表すように説明し，風やゴムの「力」についての概念を一人一人にもたせておく。しらべる段階

では，自分が調べて得られた結果を友達の結果と比較しながら，風やゴムのはたらきの違いや風や

ゴムの力とはたらきの関係について習得させることがねらいである。そこで，風やゴムの力と動く

物の距離の関係について調べる場を設定する。その際，風やゴムの強さとはたらきの関係を予想す

るにあたって，板を送風機にあてたときやゴムの本数を増やしたときの手応えを手がかりにして考

えさせるようにする。予想や考察の交流においては，モデルや表を用いて自分の考えを表現させる

ようにする。また，キーワードを提示して，学習のまとめをすることで，身に付けさせたい用語や

知識の定着を図るようにする。このようなことから，エネルギーとしての見方を身に付けさせてい

く。ひろげる段階では，学習したことを活用させ，実感を伴った理解を図ることがねらいである。

そこで，自分の計画に沿って，子どもたち一人一人が「風やゴムの力」で動くおもちゃ作りをする

場を設定する。その際，おもちゃの交流の中で，今までの学びのどんなことを活用しているのかと

いうことを説明するように促し，学習のふり返りができるようにする。 



 

３ 単元目標 

○ 風やゴムの動く様子に興味・関心をもち，進んで調べようとしたり，風やゴムの力を使ったおも

ちゃ作りをしようとしたりする。  
○ 風の強弱やゴムの伸ばし方を変えてはたらかせたときの現象を比べて，その違いを考えることが

できる。    

○ 風やゴムのはたらきで動くものを作ったり，風やゴムのはたらきについて調べたことを表などに

表したりすることができる。  

○ 風やゴムには物を動かすはたらきがあることを理解している。  
４ 単元計画 

段階 配時 学習活動と内容 指導及び支援 評価規準 

で

あ

う 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 風やゴムで動かす活動の中から疑

問や気付いたことを話し合い，学習

問題を設定する。 

(1) 風やゴムの力を使って動く車を作

り，動かしてみる。 

○ 風やゴムで動かす活動の中から疑

問を見付けること 

(2) 動かす活動の中で，見出された疑 

問について交流する。 

○ 交流の中で出された意見を，集約，

整理し，学習問題を設定すること 

 

 

※ ゴムや道具の取り扱

い方などを注意する。 

※ ねらいに沿った車を

作るように助言する。 

※ 活動で見出された疑

問を整理し，学習問題

を導きやすくする。 

技 本時のねらいに沿

った車を作ることが

できる。 

関 風やゴムのはたら

きに興味・関心をも

ち，意欲的に自分の

考えを発言してい

る。 

し

ら

べ

る 

３ 
        

① 
〇組

本

時 
  
 

① 
                 

① 
〇組 

本

時 

２ 風やゴムの力を変化させ，はた

らきの違いについて調べる。 

(1) 風の力を変化させ，車が走る距

離を調べる。 

○ 風の強弱によって，風のはたらき

が変化すること 

(2) ゴムの力を変化させ，車が走る

距離を調べる。 

① ゴムを引く力を変化させ，ゴムの

はたらきが変化すること 

② ゴムの本数を変化させ，ゴムのは

たらきが変化すること 

  

 

※ モデルや実物を使っ

て，風の力やはたらき

を視覚的にとらえ，予

想や考察を表出するこ

とができるようにす

る。 

※ モデルや実物を使っ

て，ゴムの力やはたら

きを視覚的にとらえ，

予想や考察を表出す

ることができるよう

にする。 

考 風の強さと車が走

る距離とを比較しな

がら考えている。 

知 風には物を動かす

はたらきがあること

を理解している。 
考 ゴムの力と車が走

る距離とを比較しな

がら考えている。 
知 ゴムには物を動か

すはたらきがあるこ

とを理解している。 
技 結果を表に表すこ

とができる。 

ひ

ろ

げ

る 

３ ３ 学習内容を生かしたものづくりを

する。 

○ ものづくりを行うことで，実感を

伴った理解につなげていくこと 

※ いくつかのおもちゃ

を例示し，イメージを

広げる。 

 

技 学習したことをも

とに，自分で工夫し

たおもちゃを作るこ

とができる。 



第３学年○組 理科学習指導案
指導者 〇〇 〇〇

５ 本 時 ３／８

(1) 本時目標

○ 風で走る様子に興味・関心をもち，風の力を使った車を動かして，車の走る様子や走った距離に

ついて，意欲的に調べようとしている。

○ 風の力を変えてはたらかせたときの現象を比べて，その違いを考えることができる。

(2) 本時の仮説

○細目１ 導入の場面で予想について話し合う活動において

○ 風の強さと車を押す力を，実物をもとに話し合っている。

○ 風の強さと車を押す力を，モデルとして学習プリントにかいている。

○ 風の強さと車が走る距離の関係について，予想をモデルでかいている。

○ 風の力を変えて，風に手をかざしたときの手応えを体験をする。

○ 風の力とそのはたらきを矢印や線でかき込めるようにする。

○ 予想をモデルに表すことができる学習プリントを工夫する。

○ 実物やモデルを使って，自分の考えを発言するように促す。

○ 風の力やはたらきの大きさを書き込んでいるモデルから

○ 自分の予想を書き込んでいる学習プリントから

○ 予想の中で，風の力のはたらきについて着目している発言やつぶやきから

○細目２ 終末の場面で結果の考察を行い交流する活動において

○ 風の力について，モデルに考察をかき込んだり，自分の予想と比べて，新たに分かっ

たりしたことを文で表している。

○ 友達の考えを自分の考えに付け加えたり，また自分の考えとの違いを見付けたりした

ことを発言している。

○ キーワードを使って，風の強さと車が走る距離を関係付けて述べている。

○ 学習プリントに，風で走る車のモデルを示し，風の力やはたらきの大きさを矢印や文

章で書き込めるスペースを設ける。

○ 風の手応えと車が走った距離を表した表を元に考察を書くように促す。

○ キーワードを使って，風の力と車を動かすはたらきについて話し合わせる。

○ 予想で使ったモデルをもとに，風の力やはたらきの大きさをかき込んでいる学習プリ

ントから

○ 風の力による手応えと車の走った距離を表した表をまとめている姿から

○ 結果から，風の力のはたらきについて説明している発言やつぶやきから

(3) 準備

教 師：巻き尺(10m) 学習プリント 送風機 延長コード(5m)

子ども：風で動く車(ウインドカー)

評価

方法

評価

方法

具体的

な

手立て

期待

する姿

期待

する姿

具体的

な

手立て



(4) 展開

学習活動と内容 指導及び支援

１ 前時学習をふり返り，本時学習のめあてについて話 ※ ウインドカーを作って走らせてい

し合う。 る写真を提示し，発問によって前時

(1)前時学習を想起し，めあてをつかむ。 学習の内容をふり返ることを促す。

めあて ※ 「はたらきがどうかわるか」とい

風の強さをかえて，車が走る様子や走ったきょりを うことをウインドカーが走った距離

調べよう。 で調べることを確認をする。

○ 問題意識を高め，調べる視点を明確にすること

(2)予想をもとに話し合う。 ※ 板を送風機にかざす場を設定し，

手応えを手がかりにさせて予想を立

てやすくする。

※ モデルや実物を使って自分の考え

○ 風の強さとはたらきの関係についての見通しをもつ を表出するように促す。

こと ※ 予想のわけを表出するように促

し，その考えを価値付けする。

２ 予想したことをもとに，風の強さとはたらきの関係

について実験する。

(1) 実験方法について話し合う。 ※ 実験道具の安全で正しい使い方に

ついて説明する。

※ 結果を表で表すように促す。

※ ３回比べるように促す。

強い風 よわい風

１回目

２回目

３回目

○ 実験の見通しをもつこと

(2) 風の強さとはたらきの関係について実験し，記録す ※ うまく実験ができない子どもに個

る。 別に助言する。

○ 風が強くなると，車の走る距離が長くなること ※ 安全に送風機が使われているか見

守る。

３ 実験結果を出し合い，風の強さとはたらきの関係に ※ 実物やモデルを用いて風の強さと

ついて話し合う。 はたらきの関係について説明するよ

○ 風の強さが変わると，車が走る距離も変わること うに促す。

※ キーワードを与え，話し合わせる。

まとめ キーワード風の強さ 車が走るきょり

風の強さがかわると，車が走るきょりもかわる。 ※ キーワードを使って，文章でまと

めさせる。

強い風を当てた方が，

車が走る距離は長くな

ると思う。

風の強さを変えても，車

が走る距離はあまり変わ

らないと思う。



第３学年○組 理科学習指導案 

指導案 〇〇 〇〇 

５ 本 時 ５／８ 

(1) 本時目標  

○ ゴムで走る様子に興味・関心をもち，ゴムの力を使った車を動かして，車の走る様子や走った距

離について，意欲的に調べようとしている。 

○ ゴムの本数を変えてはたらかせたときの現象を比べて，その違いを考えることができる。 
(2) 本時の仮説 

○細目１ 導入の場面で予想について話し合う活動において  

期待 

する姿 

○ ゴムの本数とゴムが元に戻ろうとする力を，実物をもとに話し合っている。 
○ ゴムの本数とゴムが元に戻ろうとする力を，モデルにかき込んでいる。 
○ ゴムの本数と車が走る距離の関係について，予想をモデルにかいている。 

具体的

な 

手立て 

○ ゴムの本数を変えて，全員がゴムを伸ばす体験を行う。 
○ ゴムの力とそのはたらきを矢印や線でかき込めるようにする。 
○ 予想をモデルに表すことができる学習プリントを工夫する。 
○ 実物やモデルを使って，自分の考えを発言するように促す。 

評価 

方法 

○ ゴムの力やはたらきの大きさを書き込んでいるモデルから 
○ 自分の予想を書き込んでいる学習プリントから 
○ 予想の中で，ゴムの力のはたらきについて着目している発言やつぶやきから 

 

○細目２ 終末の場面で結果の考察を行い交流する活動において 

期待 

する姿 

○ ゴムが元に戻ろうとする力について，モデルに考察をかき込んだり，自分の予想と比べ

て，新たに分かったりしたことを文で表している。 

○ 友達の考えを自分の考えに付け加えたり，また自分の考えとの違いを見付けたりしたこ

とを発言している。 

○ キーワードを使って，ゴムの本数と車が走る距離を関係付けて述べている。 

具体的

な 

手立て 

○ 学習プリントに，ゴムで走る車のモデルを示し，ゴムの力やはたらきの大きさを矢印や

文章で書き込めるスペースを設ける。 

○ ゴムの手応えと車が走った距離を表した表を元に考察を書くように促す。 

○ キーワードを使って，ゴムの元に戻る力と車を動かすはたらきについて話し合わせる。 

評価 

方法 

○ 予想で使ったモデルをもとに，ゴムの力やはたらきの大きさをかき込んでいる学習プリ

ントから 
○ ゴムの本数による手応えと車の走った距離を表した表をまとめている姿から 

○ 結果から，ゴムの力のはたらきについて説明している発言やつぶやきから  

(3) 準備 
教 師： 巻き尺(10ｍ) 学習プリント ゴム 10 本  

30 ㎝定規の発射台(30 ㎝定規に目玉クリップをつけたもの) 

  子ども：  ゴムで動く車   



(4) 展開 

学習活動と内容  指導及び支援  

１ 前時学習をふり返り，本時学習のめあてについて話

し合う。  
(1) 前時学習を想起し，めあてをつかむ。 
 

 

 
○  問題意識を高め，調べる視点を明確にすること 
(2) 予想をもとに話し合う。 
 
 
 
 
○ ゴムの本数が変わったときの力とはたらきの関係に

ついての見通しをもつこと 
 
２ 予想したことをもとに，ゴムの本数とはたらきの関

係について実験する。 
(1) 実験方法について話し合う。 
 
 
 

○ 実験の見通しをもつこと 
(2) ゴムの本数が変わったときの力とはたらきの関係に

ついて実験し，記録する。 
○ ゴムの本数が増えると車が走る距離が長くなること  
 
３ 実験結果を出し合い，ゴムの本数とゴムのはたらき

の関係について話し合う。 
○ ゴムの本数が変わると，車が走る距離も変わること 

ゴムの本数 

回数 

 

ゴムが１本 

 

ゴムが２本 

１回目   

２回目   

３回目   

※ ゴムの伸びと車が走った距離をま

とめた表を提示し，ゴムの伸びと車が

走った距離の関係をふり返る。 

※ ゴムの元に戻ろうとする力が車を

動かしていることに着目させる。 

 
 
 
※ ゴムの手応えの違いは元に戻る力

の違いであることを手がかりにして，

走る距離が変わることを予想させる。 
※ モデルや事物を使って自分の考え

を表出するように促す。 
 

 

 

※ ゴムを引っ張りすぎないように注

意し，走る先に人がいないことを確か

めるなど，実験が安全に行われるよう

指導する。 
※ 結果を表で表すように促す。 
※ うまく実験ができない子どもに個

別に助言する。 
 

 

 

 

 

※ ゴムの本数，ゴムが元に戻る力と車

が走る距離を意識させる。 

※ 実物やモデル，表を用いて，ゴムが

元に戻ろうとする力とはたらきにつ

いて説明させる。 
※ キーワードを与え，話し合わせる。 
ｷｰﾜｰﾄﾞ ゴムの本数 車が走るきょり 
※  キーワードを使って，文章でまと 

めさせる。 

めあて 
ゴムの本数をかえて，車の走る様子や走ったきょりを

調べよう。 

ゴムの本数が多い方

が、車の走る距離は、

長くなると思う。 

ゴムの本数がかわって

も、車の走る距離は、

同じになると思う。 

まとめ 
ゴムの本数がかわると，車の走るきょりがかわる。 
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